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メキシコ保健省疫学局主催の医療関連感染コントロールに向けたサーベイランス強化 
シンポジウムでの招待講演 2023 年 11 月 23 日 

2023 年 11 月 22-23 日にメキシコ保健省疫学局主催の医療関連感染コントロールに向け
たサーベイランス強化シンポジウムに招待をされ、「世界的な健康への脅威；日本からの 
AMR的な視点」というお題でオンライン講演をした（以下プログラム参照）。メキシコ国
内の医療施設制度は非常に複雑で公的医療機関の分類として、以下のような 6 つのセク
ターがある。それとは別に私立病院群がある。昨年は以下の ISSSTE 病院群での全国 AMR 
シンポジウムへの講演であったが、今回は公的医療機関すべてを統括している保健省主
催のシンポジウムであった。
公的医療機関カテゴリー：
① 州立医療施設（州政府所属）
② ISSSTE（国家労働者社会保険サービス庁）医療施設
③ IMSS(社会保険庁)医療施設
④ 連邦病院（連邦保健省所属）
⑤ SEDENA（国防省）医療施設
⑥ PEMEX（メキシコ国営石油会社）医療施設

これらの公的病院の対象者はそれぞれのセクターに関連した人々へのサービス限定であり、
それぞれの病院群（公的病院群間、私立病院との間）での情報の共有は原則的にはない。感
染対策においてもしかりであり、サーベイランス情報も共有化がなされていないのが問題
であった。ここ数年、特に公的医療機関での疾患サーベイランスを共有する統一するシステ
ムの構築が準備されており、公的病院群の垣根を超えた統一したサーベイランスシステム
の導入が開始となっている。まずは全国 32 州のうち、7州で導入されており、2024 年中に
は全州での導入を予定されている。今回のシンポジウムは全国の公的病院の各病院の疫学
部局の担当者を中心に導入研修の意味合いもあるシンポジウムであった。聴講者が４５０
名ほどのかなり大人数の専門家がメキシコ国内で参加された。公的病院のほぼ義務参加を
前提とされている国をあげた取り組みであった。日本でのサーベイランスは義務化ではな
く参加希望施設でのサーベイランスである。そこには例えば SSI(手術部位感染)サーベイラ
ンス参加施設が少なく正確なデータの抽出ができていない日本の問題もある。一長一短で
あるが、他国のそのような制度を学ぶ良い機会であった。双方の医療システムが異なる国同
士でそれぞれの学びが多いため、引き続き、ＡＭＲ対策の観点からのメキシコ保健省担当者
との連携をとっていきたい。
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